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腹部診察トレーニングモデル

本製品は腹部または消化管(GI）の触診、聴診、打診の教育と練習に使用する解剖学的に正確な
成人男性トルソです。

OSCEの準備と評価に最適です。

● 腹部各部位とその解剖学的構造の習熟
● 腹部触診、聴診、打診の練習
● 正常と異常の鑑別能力

・臓器と各種サイズの病変部は交換可能で、簡単に腹部にセットできます。
・ハンドルを回すだけで、呼吸による肝臓と脾臓の動きが調節できます。
・内蔵アンプと表面搭載のMP3プレーヤーで、正常・亢進・閉塞時の腸音や、腎雑音、
    動脈雑音などさまざまな部位の聴診トレーニングが可能です。
・腸音の音量は調節可能で、MP3プレーヤーにはさらに音を追加することも可能です。
・膨満セットによって可能になる内容：
　- 打診により移動性、濁音、液体性振動から腹水をリアルにチェック
　- 打診と聴診のための腸閉塞のシミュレーション
・ハンドバルブにより正常と動脈瘤の大動脈拍動のシミュレーション

● 腹水、特に移動性濁音と液体性振動の識別
● ガスによる膨満と腸閉塞の識別
● 腎浮球感
● 医師患者間コミュニケーション

腹部診察用 ベース（本体）
腹部診察用 皮膚
腹部診察用 皮下脂肪バッグ
腹部診察用 腹部病変ロケータ
腹部診察用 腹壁フォーム
腹部診察用 肝臓３種セット
腹部診察用 脾臓２種セット

腹部診察用 腎臓２個組
腹部診察用 膀胱
腹部診察用 病変モジュール６種セット
腹部診察用 大動脈２種セット
腹部診察用 腹部膨満セット
5V DC電源
　　　　（専用キャリーケース×２個付）

習得できる技術

特　長

構 成 品
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䚷䠍㻚ᮏ⏝ㄝ᫂᭩䜢ㄞ䜣䛷ṇ䛧䛟䛤⏝䛟䛰䛥䛔䚹
䚷䠎㻚⏝ㄝ᫂᭩䛿䛔䛴䛷䜒ཧ↷䛷䛝䜛䜘䛖䛻ಖ⟶䛧䛶䛚䛔䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䚷䠏㻚᫂䜙䛛䛻‵Ẽ䛜ከ䛔䛸䛣䜝䛻〇ရ䜢㏆䛵䛡䛺䛔䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹ᮏ〇ရ䛿Ύᤲ๓䛻ᚲ䛪㟁※䜢㻌䚷
䚷䚷㻌ษ㻌䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䚷䠐䠊⤯ᑐ䛻〇ရ䜢㔝እ䛾䜜䛯≧ែ䛷⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹㟁Ẽ䝅䝵䝑䜽䛜㉳䛝䛯䜚䚸〇ရ䜢ᦆയ䛧䛯
䚷䚷㻌䜚䛩䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䚷䠑㻚ᮏ〇ရ䛿ᶆ‽ⓗ䛺㠀㟁ᘧ༢୕䜰䝹䜹䝸㟁ụ䛷⏝䛩䜛䜘䛖タィ䛥䜜䛶䛔䜎䛩
㻌㻌㻌㻌㻌䠄㻰㼡㼞㼍㼏㼑䜔㻱㼚㼑㼞㼓㼕㼦㼑㼞䛺䛹㧗ရ㉁䝞䝑䝔䝸䜢᥎ዡ䛧䜎䛩䠅䚹᥎ዡ䛧䛺䛔䝸䝏䜴䝮䝞䝑䝔䝸䜔㟁ᘧ䝞䝑䝔䚷
䚷㻌㻌㻌䝸䜢⏝䛩䜛䛸䚸䝝䝄䞊䝗䛜㉳䛝䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹
䚷䠒㻚〇ရ䛻䝦䝑䝗䝩䞁䜢⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹ྠ Ვ䛾䝇䝢䞊䜹䞊䛾䜏⏝䛷䛝䜛䜘䛖タィ䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹
㻌㻌䠓䠊〇ရ䜢ศゎ䛧䛯䜚ಟ⌮䛧䛯䜚䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹〇ရ䛾᳨ᰝ䜔ಟ⌮䛿㻸㼕㼙㼎㼟㻌㻒㻌㼀㼔㼕㼚㼓㼟䛜⾜䛔䜎䛩䛾䚷
䚷㻌㻌㻌䛷㏉㏦䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
㻌㻌䠔䠊〇ရ䛾Ύᤲ䛿୰ᛶὙ䜢ධ䜜䛯䛼䜛䜎䚹䛔䛥䛰䛟䛶䛔ᣔ䛷䝆䞁䝫䝇䛿䛯䜎ᕸ䛔䛛䜙ᰂ䛯䛧ᾐ䛻
㻌㻌䠕䠊㻹㻼㻟䝥䝺䞊䝲䞊䛾๓㠃䝟䝛䝹䛿䛔䛯Ύ₩䛺ᕸ䛾䜏䛷ᣔ䛔䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠌䠊ᮏ〇ရ䛾㏆䛟䛷ྍ⇞ᛶ⁐䜢⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠍䠊ᮏ〇ရ䜢Ꮚ౪䛻⏝䛥䛫䛶䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠎䠊䝁䝛䜽䝍䛿⤯ᑐ䛻↓⌮䛻䝫䞊䝖䛻ᕪ䛧㎸䜎䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹᥋⥆䛩䜛๓䛻ᙧ䛸䝃䜲䝈䛜ྜ䛳䛶䛔䜛䛣䛸䚷
䚷㻌䚷䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠏䠊䝦䝑䝗䝣䜷䞁䛿ᮏ〇ရ䛸୍⥴䛻⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹ᒓ䛾䝇䝢䞊䜹䞊⏝䛻䛾䜏タィ䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹
䠍䠐䠊〇ရ䜢ศゎ䛧䛯䜚䚸ᨾ㞀䛧䛯䝴䝙䝑䝖䜢ಟ⌮䛧䜘䛖䛸䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹〇ရ䜢㻸㼕㼙㼎㼟䠃㼀㼔㼕㼚㼓㼟䛻㏉༷䛧㻌
䚷䚷㻌ホ౯䛸ಟ⌮䜢౫㢗䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠑䠊୰ᛶὙ䛷䛼䜛䜎䚹䛔䛥䛰䛟䛶䛧㝖ᤲ䜢ရ〇䛷䝆䞁䝫䝇䛿䛯䜎ᕸ䛔䛛䜙ᰂ䛯䛳‵䚸䛶䛧⏝䜢䜏䛾
䠍䠒䠊䛩䜉䛶䛾㟁Ẽ部ရ䛸㟁Ẽ部ရ䛾㏆䛟䛿䛔䛯ᕸ䛷ᤲ㝖䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠓䠊ᮏ〇ရ䛾㏆䛟䛷䛿ྍ⇞ᛶ䛾⁐䜢⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠔䠊ᗂඣ䛻ᮏ〇ရ䜢⏝䛥䛫䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹
䠍䠕䠊䝁䝛䜽䝍䜢⤯ᑐ䛻䝫䞊䝖䛻ᢲ䛧㎸䜎䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹㻌᥋⥆䛩䜛๓䛻䚸䝁䝛䜽䝍䛾ᙧ≧䛸䝃䜲䝈䛜ྠ䛨䛷䛒
䚷䚷㻌䜛䛣䛸䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䠎䠌䠊䝞䝑䝔䝸䠄䝞䝑䝔䝸䝟䝑䜽䜎䛯䛿䝞䝑䝔䝸䛜ᦚ㍕䛥䜜䛶䛔䜛䠅䛿䚸᪥ᑕ䜔ⅆ⅏䛺䛹䛾㐣⇕䛻䛥䜙䛥䛺䛔䜘䛖䚷
䚷䚷㻌䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
䠎䠍䠊〇ရ䜢⅖䛻䛥䜙䛧䛯䜚䚸〄ⅆ䛾㏆䛟䛷⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹

ὀព䠖⏝ㄝ᫂᭩でヲ⣽

䜢☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

㻡㻘㻜㻜㻜䡉䜢㉸䛘䜛㧗ᗘで䛿

⏝䛧䛺䛔で䛟䛰䛥䛔䚹

ᮏ〇ရ䛿ᐊෆで䛾⏝䜢

ពᅗ䛧䛶䛔䜎䛩䚹
ὀព

⭡㒊デᐹ䝖䝺ー䝙䞁䜾䝰䝕䝹䛾⏝๓䛻Ᏻ䛾ᡭᘬ䛝䜢䜘䛟䛚ㄞ䜏䛟䛰䛥䛔

䖃ᮏ〇ရ䛻ᒓ䛾㼄㻼㟁※㻭㻯㻹㻜㻢䝯䜲䞁䜰䝎䝥䝍ー䜢䛤⏝䛟䛰䛥䛔䚹␗䛺䜛䜰䝎䝥䝍ー䛾⏝䛿䚸

䚷㻌㟁Ẽⓗᨾ㞀䜔Ⓨⅆ䛺䛹䛾ཎᅉ䛸䛺䜚䜎䛩䛾で䚸䛚㑊䛡ୗ䛥䛔䚹

䖃ᒓ䛾㼄㻼㟁※㻭㻯㻹㻜㻢䜰䝎䝥䝍ー䛻䜘䜚䚸⇕ᖏᆅᇦで䛾⏝䚸㧗ᗘ㻡㻜㻜㻜㼙䛾㧗ᆅで䜒⏝で䛝䜎䛩䚹
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䝰䝕䝹ᮏయ䛜෭䛘䛶䛔䜛ሙྜ䛿䚸ᐊ 䛻䛺䜛䜎䛷ᚅ䛳䛶䛛䜙䚸㉳ື䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䚷⏝䚷⎔䚷ቃ

䝰䝕䝹ᮏయ䛸ᵓᡂရ䜢ධ䜜䛯䜻䝱䝸䞊䜿䞊䝇䛿㔜㔞䛜䛒䜚䜎䛩䚹䛴䛽䛻〇ရ䛜㐺ษ䛻Ვໟ䛥䜜䛶䛔䛶
䚸㍺㏦䜔ಖ⟶䛾㛫Ᏻ䛷䛒䜛䛣䛸䜢☜ㄆ䛧䚸ᡃ䜔〇ရᦆയ䜢ண㜵䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜎䛯䚸ᮏయୖ部䛾
྾ᛶ⛣ື⏝䛾䝺䝞䞊䛻⏝㏵௨እ䛾㈇Ⲵ䛜䛛䛛䜙䛺䛔䜘䛖䚸༑ศ䛻ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

㍺䚷㏦㻌䛸㻌ಖ䚷⟶

䝰䝞䝑䝔䝸䛾ศゎ䚸◚○䚸▷⤡䚸↝༷䛿䚸ⅆ事䚸㈇യ䚸ⅆയ䛺䛹䛾䝝䝄䞊䝗䛾ཎᅉ䛻䛺䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚
䜎䛩䛾䛷䚸⾜䜟䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹

ᮏ〇ရ䜢↓ศูᗫᲠ≀䛸୍⥴䛻ฎศ䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹㐺ษ䛺ᗫᲠฎศ䛿⎔ቃ䛸ே䛾ᗣ䛻
᭷ᐖ䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹ᅇ᪉ἲ䛻䛴䛔䛶䛿ᆅ᪉⮬య䛾ᗫᲠ≀ฎ⌮ㄢ䛻ၥ䛔ྜ䜟䛫䛶䛟䛰
䛥䛔䚹

ᅜ䛻䜘䛳䛶䛿䚸㈍♫䛜ྠ➼䛾᪂〇ရ䛾㉎ධ䛸ᘬ䛝䛘䛻ᘬ䛝ྲྀ䛳䛶䛟䜜䜛ሙྜ䜒䛒䜚䜎䛩䚹

ᮏ〇ရ䜢㐺ษ䛻ฎศ䛩䜛䛣䛸䛷䚸㈗㔜䛺㈨※䜢⠇⣙䛩䜛䛣䛸䛻䛺䜚䚸㐺ษ䛺ฎศ䛜ཎᅉ䛷㉳䛣䜛
䛛䜒䛧䜜䛺䛔ே䛾ᗣ䜔⎔ቃ䜈䛾ᝏᙳ㡪䜢ண㜵䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹

䛚㏆䛟䛾ᣦᐃᅇሙᡤ䛾ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᆅᇦ䛾⮬య䛻ၥ䛔ྜ䜟䛫䛶䛟䛰䛥䛔䚹

㐺ษ䛺ᗫᲠ䛿ᅜ䛻䜘䛳䛶⨩㔠䛾ᑐ㇟䛸䛺䜛ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

〇ရ䜔ᒓᩥ᭩䛾䛣䛾䝬䞊䜽䠄ᕥ䠅䛿䚸⏝῭䜏䛾㟁Ẽ䛚䜘䜃㟁Ꮚ器ල䠄㼃㻱㻱㻱䠅
䜢୍⯡ᐙᗞ䛤䜏䛸ΰ䛬䛶䛔䛡䛺䛔䛸䛔䛖ព䛷䛩䚹㐺ษ䛺ฎ⌮䚸ᅇ䚸䝸䝃䜲䜽䝹
䜢⾜䛖䛯䜑䚸ᮏ〇ရ䜢↓ᩱ䛷ᘬ䛝ྲྀ䛳䛶䛟䜜䜛ᣦᐃᅇሙᡤ䜎䛷ᣢ䛳䛶䛔䛳䛶䛟䛰
䛥䛔䚹

ᗫ䚷Რ

㟁Ẽ䛚䜘䜃㟁Ꮚ機器䠄㻱㻱㻱䠅䛾ฎศ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䛤㉎ධ䛔䛯䛰䛔䛯௦⌮ᗑ䜎䛯䛿㈍ᗑ䛻䛚ၥ䛔
ྜ䜟䛫䛟䛰䛥䛔䚹

䠡䠱ᅪෆで䛾ᗫᲠฎ⌮

䛣䛾䝬䞊䜽䛿Ḣᕞ㐃ྜ㻔㻱㼁䠅䛷䛾䜏᭷ຠ䛷䛩䚹ᮏ〇ရ䛾ᗫᲠ᪉ἲ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᆅ᪉⮬య䜎䛯䛿䛤
㉎ධ䛔䛯䛰䛔䛯㈍ᗑ䛻䛚ၥ䛔ྜ䜟䛫䛟䛰䛥䛔䚹

䠡䠱௨እ䛾ㅖእᅜで䛾ᗫᲠฎ⌮

•
•
•
•
•
•

⬗య䛾⤌䜏❧䛶Ⰻ
⓶䚸䝣䜷䞊䝮部䚸⮚器䛜◚䜜䛶䛔䜛䚸䜎䛯䛿䝣䜱䝑䝖䛧䛶䛔䛺䛔
ෆ部䜔እ部䛾䜿䞊䝤䝹䚸䝏䝳䞊䝤䚸䝁䝛䜽䝍䛜ᦆയ䛧䛶䛔䜛
〇ရෆ部䜔⾲㠃䛻ᾮయ䛜₃䜜䛶䛔䜛
✵Ẽ₃䜜䜔機Ეⓗᦆയ䜢♧䛩␗ᖖ㡢䛜䛩䜛
ᛂ䛜䛺䛔䚸␗ᖖ䛺䛻䛚䛔䜔↮䛜䛒䜛䛺䛹㟁Ẽⓗලྜ䛾ᚩೃ䛜䛒䜛

௨ୗ䛾ሙྜ䛻䛿⏝䜢中Ṇ䛧䛶䛟䛰䛥䛔



6



7

腹部診察用 皮膚 腹部診察用 皮下脂肪バッグ

160005

160008

160011

160006

160009

160012

160015

160007

160010

160013 160014

160016 160053

構　成　品

腹部診察用 ベース（本体）

腹部診察用 腹壁フォーム 腹部診察用 肝臓 ３種セット腹部診察用 腹部病変ロケータ

腹部診察用 腎臓
２個組

腹部診察用 膀胱腹部診察用 脾臓
２種セット

腹部診察用 大動脈 ２種セット腹部診察用 腹部膨満セット 5V DCアダプター電源

腹部診察用 病変
モジュール　６種セット
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収　納

キャリーケース　1/２

キャリーケース　２/２

!
ケースから出すとき、ベース（本体）は両端を下からしっかり支えると安全です。
本体の底面（胸部側と恥骨側）には持ち手用のくぼみがあります。呼吸調節用
ハンドルをもって持ち上げると故障の原因となりますのでお避け下さい。
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2

2

皮膚の取り外し/取り付け

皮膚の取り外し

皮膚の取り付け

本体の側面のマジックテープ（片側に２つずつ
）をゆっくりと持ち上げます。皮膚をつかんだ
り、マジックテープを乱暴に持ち上げると破損
の原因となりますので注意してください。

本体からマジックテープをゆっくりとはがし、
腹部皮膚を外します。両側で行ってください。

必要なモジュールをセットしたら、本体に
皮膚をかぶせます。臍が中央になるように
してください。

本体の側面を持ち上げ、皮膚側のマジック
テープ（両側にあります）をモデル側のマジ
ックテープに付けます。



3

皮膚の取り外し/取り付け

皮膚がしっかりついていることを確認します。

これで皮膚の装着は完了です。

※皮膚の装着の前に、腹壁や皮下脂肪バッグ、　
　臓器や病変などをセットする必要があります。

10
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2

臓器と病変の配置
すべての臓器が肥大したものとなっています

肝臓

臓器/病変部をセットするには、腹部病変
ロケータをセットし、その上に必要な臓器/
病変をセットします。

３種類の肝臓（わずかな肥大、平滑な肥大、
不整な肥大）から１つ選びます。

肝臓の上部の穴を本体の右上の黒いノブ
に合わせます。

これで、肝臓が正しい位置に設置できました。
黒いノブを回して、肝臓をしっかりと固定しま
す。（ノブは左右どちらでも回ります。）



12

1

3

2

臓器と病変の配置
すべての臓器が肥大したものとなっています

脾臓

２種類の脾臓（わずかな肥大、著しい肥大）
から１つを選びます。

脾臓の上部の穴と本体の左上の黒いノブを
合わせます。

黒いノブを回して、脾臓をしっかりと固定しま
す。（ノブは左右どちらでも回ります。）
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すべての臓器が肥大したものとなっています

腎臓

腹部病変ロケータから腎臓位置部分を取り外
します（本体の両側に１つずつあります）

腎臓のセット位置が見えます。

腎臓をセット位置に置きます。 これで腎臓のセットは完了です。この手順は
もう片側でも行えます。
（※大動脈/大動脈瘤を使用する時は、機構
　　上、左腎の配置ができません。）
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臓器と病変の配置
すべての臓器が肥大したものとなっています

膀胱

膀胱を手に取り、膀胱の背面にある２つのペ
グを腹部病変ロケータの下部のスピーカーポ
ート上部の２つの穴に合わせます。

膀胱を定位置にセットします。

膀胱のべグをロケータの穴にしっかりはめま
す。（本体の恥骨部に膀胱がしっかりとおさま
ります）

これで膀胱のセットは完了です。
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2

大動脈（正常大動脈と動脈瘤付きがありますが、手順は同じです。）

大動脈の背面の２つのペグを腹部病変ロケー
タの最上部２つの穴に合わせます。エアーチュ
ーブは必ず骨盤方向に向くようにします。

大動脈の下部をしっかりと押して、所定の位
置にしっかりとはめます。大動脈のペグがロ
ケータの穴にしっかりはまっていることを確
認します。

大動脈チューブ末端のコネクタを本体左上
のコネクタに接続します。

これで大動脈のセットは完了です。
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!

臓器と病変の配置

大動脈（正常大動脈と動脈瘤付きがありますが、手順は同じです。）

大動脈がセットできたら、ハンドポンプを本体
上部のコネクタに接続します。

これでハンドポンプの使用準備ができました。

トレーニング中にハンドポンプを握ると大動脈
が拡張します。触診で大動脈の拍動が感じら
れます。

ハンドポンプを使用時は、エアーロックが締ま
って（時計方向に回し）いて、空気が自由にハン
ドポンプから大動脈に流れることを確認してく
ださい。
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1 2

さまざまな病変/腫瘤を腹部病変ロケータ上の
様々な部位にセットすることができます。

病変は形状が同じでも、固さが異なっていま
すので、形状が同じ病変をセットする際は、
事前に病変の固さを比較してださい。

病変/腫瘤にはそれぞれ底面にペグが２つあり、
それを腹部病変ロケータの穴に合わせてセット
します。

病変/腫瘤を下方向に押して台に固定します。
トレーニング中に脱落しないよう、病変のペ
グがロケータの穴にしっかりはまっているこ
とを確認してください。

病変モジュール



18

1 2

!

本体上部にあるバッテリーのふたを取ります。 電池（単３×４個）を交換します。リボンを引い
て電池を外します。

電池の装着と交換

電池の残量が少なくなると、赤いランプが
プレーヤーの左上に点きます。新しい電池
を用意してください。

ディスプレイに　[MEDIA ERROR]　が表
示された時は、電池を交換してください。

・

・

使用後は、必ず電池を本体から抜き取って
ください。電池の消耗や、液漏れによる故障
の原因となります。
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•

PDLQV

DC電源を主電源として起動させることもできます。付属のDC電源アダプターを用意します。

モデル本体のMP3プレイヤーの下部に電源
口があります。付属のアダプターのコネクタ
ーを接続し使用してください。

DC 電源での使用

本製品に付属のXP電源ACM06メインアダプタ
ーをご使用ください。異なるアダプターの使用
は、電気的故障や発火などの原因となりますの
で、お避け下さい。

付属のXP電源ACM06アダプターにより、熱帯
地域での使用、高度5000mの高地でも使用で
きます。

・

・
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!

スピーカーとMP３プレイヤー

スピーカー

スピーカーは腹部病変ロケータ上の３カ所に
設置することができます。

このポートは同梱のスピーカー専用です。
このポートにヘッドホンなどその他のデバイスを接続してないでください。

３か所あるスピーカーポートから適切な位置を
選んでスピーカーをセットします。

スピーカーの黒いコードを本体右上のポート
に接続します。

必要に応じ臓器や病変をセットした後、腹壁
と皮下脂肪バッグ、皮膚を取り付けます。
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MP３プレーヤー

電源ボタンを押す（数秒間長押し）と、表示画
面が点きます。表示画面に使用できる音声が
表示されます。

モードボタンで「Normal」を選択します。
※リピートなど任意の再生モードの選択が
　できます。

◀◀、▶▶を押すと、音声の種類をスクロール
表示できます。

MP3プレーヤーはモデルの底面にあります。

適切な音声を選択し、再生ボタンを押します。

4



22

6

!

7

スピーカーとMP３プレイヤー

㻹㻼䠏䝥䝺ー䝲ー

音を止める時は、■（停止ボタン）を押します。

MP3プレーヤーは必ず使用後にスイッチを
切ってください。電源ボタンを押す（数秒間
長押し）と、スイッチは切れます。

音源は同梱のUSBやサウンドカード（別売）
からロードして追加することができます。

㻹㻼㻟䝥䝺䞊䝲䞊䛿ᮏయୖ部䛻䛒䜚䜎䛩䚹

・ メモリースティックを外して、コンピュ
　ータに挿入します。
　
・メモリースティックのフォルダを開きま
　す。このフォルダにファイルをコピーし
　たり、削除したりできます。
　ファイル名は英数字のみ有効です。

・音声ファイルを追加する場合、MP3形　
　式（ファイル名の後ろ[拡張子]がmp3と
　表示されている）ことを確認します。

MP3プレーヤーへの音源の追加と削除

5

音量つまみを回して音量を調節します。

使用中にMP3プレーヤーが動作しなくなった場合、電池の消耗の可能性が疑われます。
電池を交換し、再起動をしてください。それでも、改善が見られない場合は、故障が考え
られますので、使用をやめ販売店へご連絡ください。
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トレーニング対象の臓器や病変をセットした
ら腹壁を挿入します。

これで腹壁のセット完了です。

腹壁はウレタンフォーム素材でできており、紫外線にさらされると黒ズミが生じる
場合があります。変質により、フォームの質感が大きく変わってしまった場合は、適
宜新しいものにお取替えください。

肺と脾臓をセットした場合、腹壁はその下
に腹潜り込ませ挿入します。

腹壁フォームの装着
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1 2

皮下脂肪バッグ下側にあるペグ穴２つと上側
にあるペグ穴１つに、本体のペグをそれぞれ
差し込んで皮下脂肪バッグを装着します。

腹壁をセットしたら、その上に皮下脂肪バッグをのせてください。

ペグを差し込んだ状態です。

皮下脂肪バッグの装着

!

皮下脂肪バッグは鋭利なものや重量のあるものには近づけないようにしてください。
接触により破損が生じる場合があります。使用しないときは、変形しないように、
キャリーケースの中に平らな状態にして保管をしてください。
腹水バッグから内容物が漏れることは考えにくいですが、万一漏水した場合は、
ペーパータオルか布で拭きとってください。床などにこぼれた場合、滑る危険性があります。
床面が濡れた場合は、速やかに清掃・乾燥させてださい。
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次に皮下脂肪バッグを本体の上部にしっかり
固定します。皮下脂肪バッグ上部のペグ穴に
本体上部のペグを差し込みます。

皮下脂肪バッグ上部のペグ穴に、本体上部のペ
グを差し込みます。バッグを下におろしていき、
しっかり固定されることを確認します。

皮膚を本体に取り付けます。 皮膚のマジックテープと本体両側のマジック
テープを圧着し、皮膚を固定します。
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腹水のセットアップ

腹水をセットするには、まず腹部病変ロケータ
をセットした状態から始めます。

膨満フォームを準備します。
（※腹壁フォームとは異なります。）

膨満フォームをロケータに置きます。 腹水バッグを膨満フォームにかぶせます。
（※腹水バッグは皮下脂肪バッグと類似して
     いますが異なります。バッグの骨盤部の
   マージンに『Abdominal Ascites Bag』と
    記されています。）
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腹水バッグの両側のペグ穴にモデルのペグ
（本体両側にある）を入れて、腹水バッグを
固定します。

腹水バッグを本体上部にしっかり固定します。
腹水バッグ上部のペグ穴に本体上部のペグを
通します。

ペグをペグ穴に通したら、腹水バッグを下に
引張ります。

これで腹水バッグまでセットできました。



28

9 10

!

皮膚を本体に取り付けます。

これで腹水のセット完了です。

皮膚側のマジックテープを本体両側にあるマジ
ックテープに合わせ、皮膚を固定します。

腹水のセットアップ

皮下脂肪バッグは鋭利なものや重量のあるものには近づけないようにしてください。
接触により破損が生じる場合があります。使用しないときは、変形しないように、
キャリーケースの中に平らな状態にして保管をしてください。
腹水バッグから内容物が漏れることは考えにくいですが、万一漏水した場合は、
ペーパータオルか布で拭きとってください。床などにこぼれた場合、滑る危険性があります。
床面が濡れた場合は、速やかに清掃・乾燥させてださい。
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ガス膨満のセットアップ

ガスによる膨満の準備には、まず腹部病変ロ
ケータをセットした状態から始めます。

ガス膨満バッグから出ているチューブの青い
コネクタ部を本体左上のコネクタに接続しま
す。

膨満フォームをロケータに置きます。 膨満バッグを膨満フォームにかぶせます。
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! 空気入れのチューブは必ずガス膨満バ
ッグの下に差し込んだ膨満フォームの
下にします。こうするとチューブがねじ
れません。

ガス膨満バッグを膨満フォームにかぶせます。両側のペグ穴に本体のペグ（本体の両側
にある）を通し、ガス膨満バッグを固定します。ガス膨満バッグ上部のペグ穴を、本体上
部のペグに通して調整します。

皮膚を取り付けます。 皮膚側マジックテープと本体両側のマジック
テープを付けて、皮膚を固定します。

ガス膨満のセットアップ
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!

ポンプの青いコネクタを本体上部（外側）にあ
るコネクタに接続します。

膨らませたあとは速やかに、本体からポンプを
外してください。ポンプを接続したままでは空
気が漏れてしまいます。

皮膚を装着していない状態で、ガス膨満バッグ
膨らませないでください。過膨張につながり、膨
満バッグのタブ穴が引張られ破損の原因となり
ます。また過膨張は、事故にもつながり危険です
のでお避け下さい。

膨満バッグは紫外線にさらされると自然に黒ず
んでくるので注意してください。

接続したら、ガス膨満バッグをポンプで膨らま
せます。推奨回数は同梱のポンプで6~8回くら
いです。
※過膨張は破損や事故の原因になりますので、
　ご注意ください。
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ガス膨満バッグの脱気

本体上部のコネクタに空気ポンプの青いコネ
ク部を接続します。

本体とつながれたチューブからポンプ本体
だけを取り外してください。

チューブから取り外したら、ガス膨満バッグは
自然に脱気をします。

ガス膨満バッグからすべての空気が抜けるよ
うに、腹部の皮膚を押して脱気を促してくだ
さい。
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呼吸性移動の操作

肝臓および脾臓の呼吸運動は本体上部にある
レバーで再現できます。

レバーをどちらかの方向に回します。

レバーが上を向いているときが、息を吐いてい
る状態（呼気）を示します。

レバーが下を向いているときが、息を吸って
いる状態（吸気）を示します。
レバーを３６０度回し続けると連続呼吸のシ
ミュレーションすることができます。
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症例シナリオのセットアップ例
腹部診察トレーニングモデルでは多くの症例をセットアップすることができます。
その一例を紹介します。

急性閉尿
（正常大動脈）

軽度肝肥大
（正常大動脈）

卵巣嚢胞
（正常大動脈）

腎肥大
（正常大動脈）
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癌腫瘍（左腸骨窩） 転移性肝癌

リンパ腫
（による肝脾肥大）

大動脈瘤
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